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資料 No.４ 

川越市農業振興計画改定版に基づく施策の進捗状況 

 

川越市農業振興計画改定版に位置づけのある取組内容について、進捗状況を整理しました。 

 

※取組内容の進捗状況 

Ａ 順調に推移している Ｂ おおむね順調に推移している C あまり順調ではない D 未着手 

 

基本方針 ０ 農業に関する効果的な情報の受発信 

施策 取組内容 実施事業 
令和６年度決算額

（千円） 

令和７年度予算額

（千円） 
進捗管理 

⑴農業に関する効果的

な情報の受発信 

① 農業施策を推進するに当たり必要な情報の収集を行うとともに、農業者や 

市民など、対象に応じた効果的な情報発信を図ります。また、農業者や市民、 

行政間の双方向での情報伝達の充実を図ります。 

・市ＨＰに「農業」、「農のある生活」の掲載 

・グリーンツーリズム拠点施設のＨＰ掲載 

・農業に関するメール配信 

・情報紙「わくわくグリーンツーリズム通信」の発行 

－ － Ｂ 

 

基本方針 １ 食料の安定供給の確保 

施策 取組内容 実施事業 
令和６年度決算額

（千円） 

令和７年度予算額

（千円） 
進捗管理 

⑴安定した農業経営の

確立 

② 農業経営の安定化に向けて、農業者への支援を行います。 

・農業再生協議会 

・主穀作関係補助金等 

・野菜・茶等の振興に関する補助金等 

・経営所得安定対策 

・市単独補助事業（主穀作振興） 

・埼玉県農業共済組合運営補助 

8,861 7,218 Ａ 

③ 土地取得、機械の導入などによる資金の借り入れを行う農業者に対して、経 

済的支援を行います。 

・農業制度資金利子補給 

・農業近代化資金利子助成 

・農業経営基盤強化資金利子助成 
498 602 Ａ 

④ 畜産経営の安定化に向けて、伝染病予防・拡大防止対策や優良種畜の導入等 

を支援します。 

・畜産振興 

・伝染病対策（ワクチン購入費等）補助 

・乳牛・肉牛改良用精液購入費補助 
696 1,049 Ａ 

⑤ アライグマ、ハクビシンなどの鳥獣被害防止の対策を進めます。 

・鳥獣被害防止対策 

・鳥獣捕獲従事者研修会、電気柵設置講習会の実施 

・箱わな貸出等 
4,400 4,750 Ａ 

⑥ ＡI、IoT、ロボット技術等のスマート農業の導入促進として、先端技術、省 

力化技術の研修機会や情報の提供、農業者と関係機関の交流などに取り組み 

ます。【重点】 

・農業後継者育成等 

・農業ふれあいセンター運営管理 

・スマート農業導入に向けた補助事業の実施 

・スマート農業研修会の実施 
2,007 3,563 Ａ 

⑦ 関係機関と連携しながら、農業者の雇用の確保に向けた取組を支援します。 ・農業者に対し「農福ポートいるま野事業所」の情報提供を行った。 － － Ｂ 

⑵地産地消の推進 

⑧ 庭先販売所を含む農産物直売所の設置やＰＲなどの運営支援を行うととも 

に、スーパーマーケットにおける川越産農産物の提供促進などにより、川越産 

農産物の地域内での流通促進を図ります。【重点】 

・農産物直売・地場農産物消費促進 

・グリーツーリズム推進 

・グリーツーリズム推進協議会運営支援 

・くらしをいろどるファーマーズマーケット等の直売イベント開

催協力 

・庭先販売マップの作成（令和 6年度）・配布。※隔年更新 

・グリーンツーリズム拠点施設ホームページに市内農園・農家情報

等を掲載 

1,814 1,498 Ａ 

⑨ 食育の観点から、農業者との連携により食材の必要数量・質を確保して、学 

校給食等における川越産農産物の利用を促進するとともに、児童・生徒等に向 

けて川越産農産物のＰＲに努めます。 

・農産物直売・地場農産物消費促進 

・学校給食には川越産の米を全量利用、川越産の野菜を重量換算で 

２５．５％（令和６年度）を利用 

・市内小中学校に配布する献立表に川越産農産物のトピックスを

掲載。給食だよりに庭先販売マップの二次元コードを掲載 

264 － Ｂ 

 

進捗状況 合計 

Ａ 29 

Ｂ 10 

Ｃ 1 

Ｄ 0 
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基本方針 １ 食料の安定供給の確保 

施策 取組内容 実施事業 
令和６年度決算額

（千円） 

令和７年度予算額

（千円） 
進捗管理 

⑶農産物の安全・安心

の確保 

⑩ 関係機関と連携して、適正な農産物の生産工程管理や化学農薬、化学肥料の 

使用量を削減した農法の普及を推進するとともに、そうした農産物の付加価 

値の向上を図ります。 

・環境保全型農業の推進 

・フェロモントラップの利用補助 

・生分解性マルチフィルム利用補助等 

・世界農業遺産認定（令和５年７月５日）に係る各種事業を「武蔵

野の落葉堆肥農法世界農業遺産推進協議会」として実施 

1,851 1,846 Ａ 

⑪ 関係機関と連携して、農産物等の適正な食品表示を促進します。 

・食の安全の推進 
・事業者等への相談、啓発等の実施（随時） － － Ａ 

⑷食品流通の支援 

⑫ 埼玉川越総合地方卸売市場を通じて、地域への生鮮食料品の流通機能の確 

保を図ります。 

・川越総合卸売市場との連絡 

・市場運営の支援（取締役会、職員派遣、ＰＲ等） 

・市場機能の多様化（食品加工場、小売施設設置等）（市場が実施） 

・市場開放（毎週土曜日） 

－ － Ａ 

 

 

基本方針 ２ 農産物のブランド化の推進 

施策 取組内容 実施事業 
令和６年度決算額

（千円） 

令和７年度予算額

（千円） 
進捗管理 

⑴川越産農産物のブラ

ンド構築 

⑬ 川越産農産物ブランド化連絡会との協働により、川越産農産物の市内外へ 

の知名度の向上に向けた取組を進めるとともに、新たな川越ブランドの構築 

を図ります。【重点】 

・川越産農産物ブランド化 

・ロゴマークシールの作成、配布 

・くらしをいろどるファーマーズマーケット等の市内直売イベン

ト開催協力や参加及び市外イベントへの参加 

1,550 1,498 Ａ 

⑭ 川越産農産物の消費拡大、知名度向上に向け、直売イベントの開催を促進す 

るとともに、市内飲食店などと連携して、川越産農産物の利用を促進するため 

の取組を進めます。また、市外への新たな流通拡大を図る取組を促進します。 

・川越産農産物ブランド化 

・農業者、飲食業者等の異業種交流会を開催 

・福祉事業者と協力した配達業務のプレ実施 
1,550 1,498 Ａ 

⑮ 伝統的な川越いもである「紅赤」や川越が栽培のパイオニアと言われている 

「巨峰」など、伝統的農産物の振興を図るとともに、かつて川越地方で栽培さ 

れていた在来種等伝統野菜の保存、伝承に努めます。 

・川越産農産物ブランド化 

・グリーツーリズム推進 

・グリーツーリズム推進協議会運営支援 

・伝統野菜「紅赤」、「西町大根」「さといも」のＰＲ（収穫体験） 

・食体験「里芋いそべもちづくり体験」の実施 
1,060 1,987 Ｂ 

⑯ 流通やＰＲ等を含め、さつまいもの生産量拡大を支援します。 

・農産物直売・地場農産物消費促進 

・川越いも研究会への支援 

・川越サツマイモ商品振興会の事業協力 
264 － Ｂ 

⑰ 川越産花きの付加価値の向上や生産振興を支援します。 ・ロゴマークシールの配布等のＰＲ支援 － － Ｂ 

⑱ 日本農業遺産の認定を受けている「武蔵野の落ち葉堆肥農法」など、三富地 

域の平地林の保全と伝統的な農業の振興を図るとともに、そこで栽培された 

農産物の付加価値の向上を目指します。 

・三富地域・日本農業遺産関連事務 

・世界農業遺産認定（令和５年７月５日）に係る各種事業を「武蔵

野の落葉堆肥農法世界農業遺産推進協議会」として実施 

・落ち葉はき体験の実施 

600 600 Ａ 

⑵産業間の連携の推進 

⑲ 農業者、食品産業、飲食店、各種団体等との交流の場の創出を図ります。 

・川越産農産物ブランド化 

・農業者、飲食業者等の異業種交流会を開催 

・異業種との交流を希望する業者について随時 PR シートを募集

し、市ホームページに掲載することで継続的にマッチングを実施 

1,550 1,498 Ａ 

⑳ 農業者による 6 次産業化の支援を図るとともに、農業者と商工業者の連携 

による加工化を進めます。 

・農業者、飲食業者等の異業種交流会の開催 

異業種との交流を希望する業者について随時 PRシートを募集し、

市ホームページに掲載することで継続的にマッチングを実施 

－ － Ａ 
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基本方針 ２ 農産物のブランド化の推進 

施策 取組内容 実施事業 
令和６年度決算額

（千円） 

令和７年度予算額

（千円） 
進捗管理 

⑶環境と調和のとれた

食料システムの促進 

㉑ 関係機関と連携して、適正な農産物の生産工程管理や化学農薬、化学肥料の 

使用量を削減した農法の普及を推進するとともに、そうした農産物の付加価 

値の向上を図ります。【重点】 

・環境保全型農業の推進 

・フェロモントラップの利用補助 

・生分解性マルチフィルム利用補助等 

・世界農業遺産認定（令和５年７月５日）に係る各種事業を「武蔵

野の落葉堆肥農法世界農業遺産推進協議会」として実施 

1,851 1,846 Ａ 

 

 

基本方針 ３ 多様な担い手の育成・確保の推進 

施策 取組内容 実施事業 
令和６年度決算額

（千円） 

令和７年度予算額

（千円） 
進捗管理 

⑴多様な担い手の支援 

㉒ 関係機関と連携し、新規就農者に向け情報提供や技術指導、農地確保等の包 

括的な支援を進めます。 

・新規就農関連事務 

・農業研究団体連合会、青年農業者組織支援 

・農業次世代人材投資資金事業（新規就農者支援） 

・担い手育成塾での研修支援 

10,687 7,526 Ａ 

㉓ 農業後継者、女性農業者、定年就農者の育成・支援のほか、農業者の子弟に 

よる兼業・副業での営農に向けた取組を支援します。また、農と福祉の連携に 

よる取組を促進します。 

・農業後継者育成等 

・認定農業者関連事務 

・農業経営構造高度化事業 

・スマート農業技術導入事業（購入、作業委託） 

・認定農業者、認定農業者新規就農者の申請・更新手続、情報共有

等 

1,823 3,585 Ａ 

㉔ 集落営農組織や農業法人の設立等、農業者による生産や販売の組織形成を 

図るとともに、企業等の農業参入を支援します。 

・農業団体育成 

・企業参入相談を実施 － － Ｂ 

⑵地域計画の策定と取

組促進 

㉕ 地域農業の将来の在り方等を示す地域計画の策定を推進します。【重点】 

・人・農地プラン 

・地域計画協議終了地域➡全１２地域 

令和５年度➡４地域 

令和６年度➡８地域 

・地域計画策定完了地域➡全１２地域（令和７年３月３１日公

告） 

100 320 Ａ 

㉖ 地域計画の実行を進め、地域の中心的な経営体等への農地の集積、集約化を 

推進します。【重点】 

・農地中間管理 

・関係機関と連携し、農地中間管理事業を実施 6,750 24,698 Ｂ 

 

 

基本方針 ４ 農地の保全と有効活用 

施策 取組内容 実施事業 
令和６年度決算額

（千円） 

令和７年度予算額

（千円） 
進捗管理 

⑴農業基盤整備 

㉗ 埼玉型ほ場整備事業など、ほ場整備による農地の面的集約を推進します。 

【重点】 

・埼玉型ほ場整備 

・次期整備に向け地域への説明を実施。  － － Ｃ 

㉘ 灌漑排水施設等の農業基盤整備を推進します。 

・土地改良事業補助金 

・市有揚水機施設維持管理 

・土地改良区及び水利組合等に対する土地改良事業補助を実施 

・市有揚水機施設の保守点検を実施 
9,841 9,703 Ａ 

㉙ 既存の基幹的農業水利施設について、設置個所や耐用年数等を整理すると 

ともに、施設の長寿命化や更新等を促進します。 

・土地改良 

・水辺周辺活用事業（伊佐沼代用水路整備）実施 

・水利施設等保全高度化事業（伊佐沼代用水路整備）実施 

・農業水利施設設置状況調査を実施 

52,914 51,295 Ａ 
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基本方針 ４ 農地の保全と有効活用 

施策 取組内容 実施事業 
令和６年度決算額

（千円） 

令和７年度予算額

（千円） 
進捗管理 

⑵農業振興地域の農地

保全 

㉚ 長期的に農業振興を図るべき地域の農地を保全します。 

・農業振興地域整備計画の推進 
・農業振興地域制度の適切な管理・運用 330 0 Ａ 

㉛ 関係機関と連携し遊休農地の発生防止、解消を図ります。 

 
・関係機関と連携し、遊休農地調査を実施 － － Ｂ 

⑶市街化区域内農地の

保全 

㉜ 生産緑地地区等の市街化区域内農地について、市場出荷や庭先販売などを 

通じた農産物の供給機能及び市民等の農業体験・学習の機能を果たすよう、必 

要な農業振興施策を推進します。 

・庭先販売マップの配布・更新（更新は令和６年度） 

※令和 7年度は配布のみ。 
264 － Ａ 

⑷農の多面的機能と環

境の保全 

㉝ 水路や農道等の農業生産基盤の維持管理や整備・更新を地域で担えるよう 

推進するとともに、農村環境保全に向けた啓発や交流、学習等を支援します。 

【重点】 

・多面的機能支払交付金の活用推進 

・多面的機能支払交付金（市内１１組織で実施） 40,498 45,500 Ａ 

⑸生活環境改善と水質

保全 

㉞ 農業集落排水処理施設を維持・管理し、農業用水の水質保全を図るとともに、 

施設の長寿命化を進めます。また、経済性の発揮と公共の福祉を増進するため、 

地方公営企業法の適用を進めます。 

・農業集落排水会計繰出金 

・分担金等事務 

・処理施設維持管理 

・農業集落排水事業運営（市内２地区） 

・「川越市農業集落排水事業経営戦略」改定（令和７年３月） 

・地方公営企業法全部適用 

・川越市上下水道局へ令和７年４月１日付で事務移管 

359,412 360,015 Ａ 

 

 

基本方針 ５ 農業とのふれあいの推進 

施策 取組内容 実施事業 
令和６年度決算額

（千円） 

令和７年度予算額

（千円） 
進捗管理 

⑴市民が「農業のある

生活」を楽しむ場の

提供 

㉟ 市民農園の整備、運営の支援を行うとともに、栽培手法など、市民農園の利 

用者に向けた情報提供を行います。 

・施設運営管理 

・農業の研修・学習 

・ふれあい事業 

・営農・家庭菜園相談 

・営農・家庭菜園講習会 
5,022 8,513 Ｂ 

㊱ 農業祭や農家レストランなどを通じて都市住民が農業に親しむ機会の創出 

を図ります。 

・グリーンツーリズム推進協議会運営支援 

・生産者と消費者の交流 

・農業ふれあいセンターまつり開催 

・かわごえ春の農業まつり 
1,172 1,018 Ａ 

㊲ 農業体験など、子どもたちが農業にふれあう機会の充実を図ります。 

・グリーンツーリズム推進 

・グリーンツーリズム推進協議会運営支援 

・ふれあい事業 

・生産者と消費者の交流 

・農業体験の実施 14,436 33,966 Ａ 
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基本方針 ５ 農業とのふれあいの推進 

施策 取組内容 実施事業 
令和６年度決算額

（千円） 

令和７年度予算額

（千円） 
進捗管理 

⑵グリーンツーリズム

の推進 

㊳ 川越市まち・ひと・しごと創生総合戦略のプロジェクト「蔵 in ガルテン川 

越」グリーンツーリズム拠点の整備、運営を推進します。【重点】 

・グリーンツーリズム推進 

・キャンプスペースの整備 

・伊佐沼遊歩道の整備 

・グリーンツーリズム拠点施設管理運営業務委託 

・グリーンツーリズム拠点施設キャンプスペース土地造成工事 

・グリーンツーリズム拠点施設民間活力活用運営検討業務委託 

87,932 311,966 Ａ 

㊴ 都市住民と農業関係者との交流を促進します。また、農業及び観光に関する 

情報を発信します。 

・グリーンツーリズム推進 

・グリーンツーリズム推進協議会運営支援 

・ふれあい事業 

グリーンツーリズム整備推進事業（蔵ｉｎガルテン川越グリーン

ツーリズム推進協議会との協働） 

・農業体験・食体験の実施 

・グリーンツーリズムのＰＲの実施 

76,768 71,304 Ａ 

㊵ 市内観光関連施設、宿泊施設等との連携など、川越観光の広域化と滞在時間 

の延長を図ります。 

・グリーンツーリズム推進 

・グリーンツーリズム推進協議会運営支援 

グリーンツーリズム整備推進事業（蔵ｉｎガルテン川越グリーン

ツーリズム推進協議会との協働） 

・農業体験・食体験と連動したバーベキュー場等への利用促進 

・伊佐沼地域でのイベント開催 

75,686 70,066 Ａ 

 


